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 調査対象

育児のための休暇・休業の取得は、特に男性の場合、年々取得率が向上することから、⼦どもの年齢による差
を受けやすい。このことから、末⼦が３歳未満である労働者を調査対象とした。
具体的には、20〜40代で3歳未満の⼦どもを持つ、①男性正社員（1,000⼈）、②⼥性正社員（1,000⼈）、

③⼥性⾮正社員（1,000⼈）である。
なお、設問によっては、末⼦妊娠時の就労形態により集計を⾏っているため、上記⺟数が異なる場合がある。

 調査⽅法

WEB上でのモニター調査

 調査期間

令和3年1⽉20⽇〜２⽉３⽇

Ⅰ 労働者調査の調査概要
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図表1-1 年齢（単数回答） 図表1-2 ⼩学校就学前の⼦どもの数（単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

男性・正社員
　 (n=1000)

女性・正社員
 (n=1000)

女性・非正社員
 (n=1000)

46.2%

55.5%

49.9%

41.0%

37.2%

35.9%

9.6%

6.0%

11.3%

3.2%

1.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが1人いる 子どもが2人いる 子どもが3人いる 子どもが4人以上いる

男性・正社員
　 (n=1000)

女性・正社員
 (n=1000)

女性・非正社員
 (n=1000)

5.1%

21.8%

23.0%

62.2%

69.0%

68.5%

32.7%

9.2%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代 30代 40代

男性・正社員
　 (n=1000)

女性・正社員
 (n=1000)

女性・非正社員
 (n=1000)

30.5%

34.9%

37.5%

39.7%

43.4%

32.6%

29.8%

21.7%

29.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0歳 1歳 2歳

図表1-3 末⼦の年齢（単数回答）

１ 回答者の概要
（１）年齢 （２）⼩学校就学前の⼦どもの数

（３）末⼦の年齢

図表1-4 年収（単数回答）

（４）年収

男性・正社員
　 (n=1000)

女性・正社員
 (n=1000)

女性・非正社員
 (n=1000)

8.6%

8.9%

8.5%

35.3%

8.0%

16.6%

2.8%

22.8%

19.3%

27.9%

26.5%

7.0%

34.5%

8.0%

3.0%

21.6%

5.6%

1.2%

5.3%

2.3%

0.2%

3.1%

1.2%

0.3%

4.6%

8.5%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

収入なし 100万円未満 100万円～150万円未満

150万円～300万円未満 300万円～500万円未満 500万円～700万円未満

700万円～1000万円未満 1000万円～1300万円未満 1300万円以上

わからない



4

家事・育児により時間を割くために辞めた

仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の
難しさで辞めた（就業を継続するための

制度がなかった場合を含む）
末子妊娠・出産前と比べて、仕事の内容や

責任等について、やりがいを感じられなく
なった（なりそうだった）

妊娠・出産に伴う体調の問題で仕事を辞めた

勤務地や転勤の問題で
仕事を続けるのが難しかった

契約が終了する見込みだったため
仕事を辞めた

妊娠・出産や育児を機に不利益な取り扱い
（解雇、減給、降格、不利益な配置転換、

契約を更新しないなど）を受けた

出産や育児等に直接関係ない理由で辞めた
（あるいはもともと辞めるつもりだった）

特にない

29.2%

41.5%

9.2%

10.8%

26.2%

1.5%

16.9%

13.8%

4.6%

25.8%

25.8%

4.3%

25.8%

6.5%

17.2%

6.5%

19.4%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性・正社員
女性・非正社員

女性・正社員(n=65)

女性・非正社員(n=93)

図表2-1 末⼦妊娠判明時の仕事を辞めた理由（複数回答）
図表2-2 仕事と育児の両⽴の難しさで辞めた理由（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

２ 末⼦妊娠判明当時の仕事の状況
（１）末⼦妊娠判明時の仕事を辞めた理由 （２）仕事と育児の両⽴の難しさで辞めた理由

詳細理由

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○⼥性・正社員は、「仕事を続けたかったが､仕事と育児の両⽴の
難しさで辞めた」（41.5％）、⼥性・⾮正社員は、「家事･育児
により時間を割くために辞めた」「仕事を続けたかったが､仕事
と育児の両⽴の難しさで辞めた」「妊娠・出産に伴う体調の問題
で仕事を辞めた」（25.8％）がもっとも⾼い。

○「仕事と育児の両⽴の難しさで辞めた」と回答した⼈の詳細な理
由をみると、⼥性・正社員は「⾃分の気⼒・体⼒がもたなそう
だった」（59.3％）、⼥性・⾮正社員は「勤務先に育児との両⽴
を⽀援する雰囲気がなかった」「⾃分の気⼒・体⼒がもたなそう
だった（もたなかった）」（41.7％）がもっとも⾼い。

勤務先に産前・産後休業や育児休業の制度が
整備されていなかった

勤務先に短時間勤務制度や残業を免除する制度等などの
両立できる働き方の制度が整備されていなかった

制度は整備されていたが、産前・産後休業や
育児休業を取れそうもなかった（取れなかった）

制度は整備されていたが、勤務先で短時間勤務制度
や残業を免除する制度などの両立できる働き方の

制度を利用できそうになかった（利用できなかった）

勤務先に育児との両立を支援する雰囲気がなかった

夕方から夜間（18～21時）までの時間帯に
勤務時間があった（交代制・シフト制などに

よるものも含む）

自分の気力・体力がもたなそうだった
（もたなかった）

保育所などの保育サービスが受けれそうもなかった
（受けられなかった）

配偶者・パートナーの協力が得られなかった（得られそうに
なかった）、配偶者・パートナーが辞めることを希望した

家族の協力が得られなかった（得られそうになかった）、
家族が辞めることを希望した

その他

7.4%

22.2%

3.7%

29.6%

33.3%

29.6%

59.3%

3.7%

25.9%

14.8%

7.4%

25.0%

20.8%

8.3%

20.8%

41.7%

12.5%

41.7%

25.0%

25.0%

8.3%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性・正社員
女性・非正社員

女性・正社員(n=27)

女性・非正社員(n=24)
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○男性・正社員の“希望”をみると、「末⼦が⽣まれてまもなくの頃」から「末⼦が1歳になるまで」は「⼦どもや配偶者・パートナーの状況
に応じて、休業・休暇を取得する」がもっとも回答割合が⾼く、「末⼦が2歳になるまで」から「末⼦が⼩学校低学年の間」は「残業をし
ながらフルタイムで働き、⼟⽇祝⽇や定休⽇を中⼼に⼦育てをする」がもっとも回答割合が⾼くなっている。

○男性・正社員の“実際”をみると、「わからない」以外の回答では、⼦どもの年齢に関わらず、「残業をしながらフルタイムで働き、⼟⽇
祝⽇や定休⽇を中⼼に⼦育てをする」の割合が常に２割程度ともっとも⾼い割合となっている。

Ⅱ 労働者調査の結果概要

３ 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」

図表3-1 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」（男性・正社員︓複数回答）

長期の休業を取得して、子育てをする

子どもや配偶者・パートナーの状況に応じて、休業・休暇を取得する

残業をしながらフルタイムで働き、土日祝日や定休日を中心に子育てをする

仕事のある日はできるだけ残業をしないようにして子育てをする

所定の労働時間を変えずに出社・退社時間を調整することで子育てをする

短時間勤務で働きながら子育てをする

勤務シフトを調整することで子育てをする

配偶者・パートナーに子育てをまかせる

親や家族などに子育てをまかせる

シッターや保育所などの保育サービスに子育てをまかせる

その他

わからない

希望 実際

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

16.6%

7.5%

24.7%

24.6%

18.7%

16.6%

15.4%

14.4%

13.3%

17.4%

22.5%

22.8%

23.7%

26.7%

14.7%

16.4%

16.2%

17.7%

16.3%

15.2%

5.3%

12.4%

11.2%

10.8%

9.8%

9.4%

10.0%

5.3%

12.2%

13.6%

16.5%

17.4%

18.3%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

6.6% 18.7%

14.3%

11.7%

9.7%

8.9%

9.2%

21.4%

25.4%

24.6%

23.6%

22.9%

22.8%

13.8%

13.7%

11.4%

9.9%

9.6%

9.8%

14.6%

14.1%

12.1%

11.7%

11.2%

11.5%

15.3%

17.6%

24.8%

31.7%

33.9%

34.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※５％未満のスコアは非表示。
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○⼥性・正社員の“希望”をみると、「末⼦が⽣まれてまもなくの頃」から「末⼦が1歳になるまで」は「⻑期の休業を取得して、⼦育てをす
る」がもっとも回答割合が⾼く、「末⼦が2歳になるまで」から「末⼦が⼩学校に⼊学するまで」は「短時間勤務で働きながら⼦育てをす
る」がもっとも回答割合が⾼くなっている。「末⼦が⼩学校低学年の間」は「仕事のある⽇はできるだけ残業をしないようにして⼦育て
をする」がもっとも回答割合が⾼くなっている。

○⼥性・正社員の“実際”をみると、「末⼦が⽣まれてまもなくの頃」から「末⼦が1歳になるまで」は「⻑期の休業を取得して、⼦育てをす
る」がもっとも回答割合が⾼く、「末⼦が2歳になるまで」から「末⼦が⼩学校低学年の間」は「わからない」以外の回答では、「短時間
勤務で働きながら⼦育てをする」がもっとも回答割合が⾼くなっている。

Ⅱ 労働者調査の結果概要

３ 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」

図表3-2 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」（⼥性・正社員︓複数回答）

長期の休業を取得して、子育てをする

子どもや配偶者・パートナーの状況に応じて、休業・休暇を取得する

残業をしながらフルタイムで働き、土日祝日や定休日を中心に子育てをする

仕事のある日はできるだけ残業をしないようにして子育てをする

所定の労働時間を変えずに出社・退社時間を調整することで子育てをする

短時間勤務で働きながら子育てをする

勤務シフトを調整することで子育てをする

配偶者・パートナーに子育てをまかせる

親や家族などに子育てをまかせる

シッターや保育所などの保育サービスに子育てをまかせる

その他

わからない

希望 実際

※５％未満のスコアは非表示。

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

78.0%

63.5%

13.5%

6.2%

8.2%

10.4%

9.7%

6.0%

6.2%

5.5%

5.3%

5.1%

6.6%

9.2%

11.6%

16.4%

21.5%

25.3%

7.3%

9.0%

11.8%

12.9%

9.5%

35.3%

37.1%

29.3%

22.9%

5.1%

6.7%

7.6%

8.6%

8.3%

5.1%

5.8%

7.5%

8.2%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

70.6%

56.4%

8.6%

7.3%

7.4%

6.0% 6.7%

6.5%

7.8%

9.0%

5.3%

10.6%

10.3%

12.6%

13.5%

6.4%

5.9%

6.8%

7.2%

8.0%

24.7%

22.5%

16.4%

14.3%

7.3%

6.8%

6.5%

5.9%

10.0%

25.9%

37.5%

41.3%

42.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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○⼥性・⾮正社員の“希望”をみると、「末⼦が⽣まれてまもなくの頃」から「末⼦が1歳になるまで」は「⻑期の休業を取得して、⼦育てを
する」がもっとも回答割合が⾼く、「末⼦が2歳になるまで」から「末⼦が⼩学校低学年の間」は「短時間勤務で働きながら⼦育てをす
る」がもっとも回答割合が⾼くなっている。

○⼥性・⾮正社員の“実際”をみると、「末⼦が⽣まれてまもなくの頃」から「末⼦が1歳になるまで」は「⻑期の休業を取得して、⼦育てを
する」がもっとも回答割合が⾼く、「末⼦が2歳になるまで」から「末⼦が⼩学校低学年の間」は「わからない」以外の回答では、「短時
間勤務で働きながら⼦育てをする」がもっとも回答割合が⾼くなっている。

Ⅱ 労働者調査の結果概要

３ 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」

図表3-3 末⼦の年齢別にみた、仕事と育児の両⽴のあり⽅の「希望と実際（⾒込み）」（⼥性・⾮正社員︓複数回答）

長期の休業を取得して、子育てをする

子どもや配偶者・パートナーの状況に応じて、休業・休暇を取得する

残業をしながらフルタイムで働き、土日祝日や定休日を中心に子育てをする

仕事のある日はできるだけ残業をしないようにして子育てをする

所定の労働時間を変えずに出社・退社時間を調整することで子育てをする

短時間勤務で働きながら子育てをする

勤務シフトを調整することで子育てをする

配偶者・パートナーに子育てをまかせる

親や家族などに子育てをまかせる

シッターや保育所などの保育サービスに子育てをまかせる

その他

わからない

希望 実際

※５％未満のスコアは非表示。

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

70.6%

50.6%

13.9%

6.5%

9.1%

14.1%

10.1%

8.7%

8.1%

6.5% 6.0%

10.5%

13.3%

16.9%

21.3%

5.8%

7.1%

7.3%

10.5%

27.1%

28.1%

26.2%

23.8%

7.4%

8.4%

9.6%

11.0%

5.3%

12.6%

13.6%

13.9%

8.3%

6.8%

7.1%

8.9%

10.5%

10.7%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

末子が生まれてまもなくの頃
　 (n=1000)

末子が1歳になるまで
　 (n=1000)

末子が2歳になるまで
　 (n=1000)

末子が3歳になるまで
　 (n=1000)

末子が小学校に入学するまで
　 (n=1000)

末子が小学校低学年の間
　 (n=1000)

62.1%

40.6%

7.7%

8.4%

10.1%

7.4%

5.8%

5.3%

5.3% 5.0%

5.2%

9.4%

9.6%

10.6%

10.9% 5.1%

5.4%

11.2%

21.0%

17.9%

13.9%

13.8%

7.5%

6.7%

6.7%

7.2%

6.6%

10.6%

10.9%

10.5%

6.3%

9.2%

13.2%

25.8%

36.3%

41.8%

43.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（１）妊娠・出産を会社に伝えた際に会社
から受けた説明や働きかけ

図表4-1 妊娠・出産を会社に伝えた際に会社から受けた説明や働きかけ（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

人事部署から対象者に個別に育児休業等に
関して書面（メール含む）で周知

上司から対象者に個別に育児休業等に
関して書面（メール含む）で周知

人事部署から個別に面談を実施

上司から個別に面談を実施

人事部署から育児休業の取得の意向確認や
働きかけを実施

上司から育児休業の取得の意向確認や
働きかけを実施

育児休業の取得計画の作成

社内の育児休業取得事例の提供

同じ会社で出産・育児をしている人との
情報交換や相談の機会の提供

子育てに関する情報提供や研修・セミナー
（両親学級等）の実施

社内相談窓口の設置

その他

特にない

自分や配偶者・パートナーの妊娠や出産を
会社に伝えていない

11.7%

7.6%

5.3%

9.8%

5.2%

6.6%

5.7%

4.1%

4.8%

2.5%

1.1%

0.2%

63.2%

3.7%

36.9%

20.2%

17.9%

36.3%

23.9%

34.1%

26.8%

14.2%

13.2%

5.0%

2.6%

1.0%

20.2%

0.2%

27.0%

18.2%

11.0%

29.5%

19.3%

29.0%

21.3%

8.8%

9.9%

1.5%

1.4%

0.6%

29.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=988)

女性・正社員 (n=1055)

女性・非正社員 (n=715)

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○⾃分や配偶者・パートナーの妊娠や出産を会社に伝え
た際に会社からの受けた説明や働きかけ等をみると、
男性・正社員は、「特にない」が63.2％でもっとも回
答割合が⾼く、次いで「⼈事部署から対象者に個別に
育児休業等に関して書⾯（メール含む）で周知」が
11.7％となっている。

○⼥性・正社員は、「⼈事部署から対象者に個別に育児
休業等に関して書⾯（メール含む）で周知」が36.9％
でもっとも回答割合が⾼く、次いで「上司から個別に
⾯談を実施」が36.3％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「特にない」が29.8％でもっとも
回答割合が⾼く、次いで「上司から個別に⾯談を実
施」が29.5％となっている。
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（２）書⾯や⾯談での制度等に関する会社
からの通知

①書⾯や⾯談で実際に通知されたこと

図表4-2 書⾯や⾯談で実際に通知されたこと（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○（１）において、会社から書⾯や個別の⾯談で実際に
通知されたことをみると、男性・正社員は、「育児休
業制度の内容」が64.9％でもっとも回答割合が⾼く、
次いで「育児休業給付⾦制度の内容」が41.0％となっ
ている。

○⼥性・正社員は、「育児休業制度の内容」が85.5％で
もっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業給付⾦制
度の内容」が73.3％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「育児休業制度の内容」が81.2％
でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業給付⾦
制度の内容」が64.3％となっている。

育児休業制度の内容

育児休業給付金制度の内容

社会保険料の免除制度の内容

育児休業中の待遇
（賃金・配置等の労働条件など）

育児休業からの復職時の職務や労働条件、
キャリアプラン

育児休業の社内の申請先

社内の相談窓口

社内の育児休業取得事例

会社独自の育児支援制度や研修・イベント
（子育てに関するセミナー（両親学級）、

パパママカフェなど）

育児休業中の情報提供の有無やその内容

その他

特にない

64.9%

41.0%

32.6%

33.5%

26.8%

22.6%

17.6%

15.9%

15.1%

12.6%

0.4%

18.0%

85.5%

73.3%

62.7%

62.8%

38.3%

65.0%

28.5%

21.4%

12.5%

23.0%

0.4%

5.2%

81.2%

64.3%

50.1%

56.0%

36.5%

61.1%

26.5%

19.8%

7.0%

16.1%

0.5%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=239)

女性・正社員 (n=678)

女性・非正社員 (n=373)
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（２）書⾯や⾯談での制度等に関する会社
からの通知

②書⾯や⾯談の際に通知されなかったが、
知りたかったこと

図表4-3 書⾯や⾯談の際に通知されなかったが、知りたかったこと（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○（１）において、会社から書⾯や個別の⾯談の際に通
知されなかったが、知りたかったことをみると、男
性・正社員は、「特にない」が37.7％でもっとも回答
割合が⾼く、次いで「育児休業給付⾦制度の内容」が
25.9％となっている。

○⼥性・正社員は、「特にない」が39.5％でもっとも回
答割合が⾼く、次いで「育児休業からの復職時の職務
や労働条件、キャリアプラン」が28.8％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「特にない」が39.4％でもっとも
回答割合が⾼く、次いで「育児休業からの復職時の職
務や労働条件、キャリアプラン」が26.5％となってい
る。

育児休業制度の内容

育児休業給付金制度の内容

社会保険料の免除制度の内容

育児休業中の待遇
（賃金・配置等の労働条件など）

育児休業からの復職時の職務や労働条件、
キャリアプラン

育児休業の社内の申請先

社内の相談窓口

社内の育児休業取得事例

会社独自の育児支援制度や研修・イベント
（子育てに関するセミナー（両親学級）、

パパママカフェなど）

育児休業中の情報提供の有無やその内容

その他

特にない

11.3%

25.9%

23.8%

19.7%

13.4%

11.3%

8.8%

13.4%

9.2%

10.0%

0.8%

37.7%

7.7%

17.3%

20.4%

20.8%

28.8%

9.6%

11.9%

22.0%

19.0%

22.3%

0.4%

39.5%

7.0%

18.8%

20.9%

21.4%

26.5%

9.1%

13.4%

22.0%

19.3%

20.4%

0.8%

39.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=239)

女性・正社員 (n=678)

女性・非正社員 (n=373)
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（２）書⾯や⾯談での制度等に関する会社
からの通知

③妊娠・出産を会社に伝えた際に
知りたかったこと

図表4-4 妊娠・出産を会社に伝えた際に知りたかったこと（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○（１）において、妊娠・出産を会社に伝えた際に、会
社から書⾯や個別の⾯談の実施がなく、知りたかった
ことをみると、男性・正社員は、「特にない」が
45.5％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業
給付⾦制度の内容」が35.6％となっている。

○⼥性・正社員は、「育児休業給付⾦制度の内容」が
54.4％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業
制度の内容」が52.3％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「育児休業制度の内容」が44.4％
でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業給付⾦
制度の内容」が43.3％となっている。

育児休業制度の内容

育児休業給付金制度の内容

社会保険料の免除制度の内容

育児休業中の待遇
（賃金・配置等の労働条件など）

育児休業からの復職時の職務や労働条件、
キャリアプラン

育児休業の社内の申請先

社内の相談窓口

社内の育児休業取得事例

会社独自の育児支援制度や研修・イベント
（子育てに関するセミナー（両親学級）、

パパママカフェなど）

育児休業中の情報提供の有無やその内容

その他

特にない

35.2%

35.6%

34.4%

30.4%

17.2%

13.6%

11.1%

14.0%

8.3%

11.1%

0.5%

45.5%

52.3%

54.4%

44.6%

49.9%

35.8%

17.5%

12.5%

15.4%

9.5%

19.4%

0.5%

25.2%

44.4%

43.3%

33.3%

35.7%

24.6%

18.7%

10.5%

16.4%

8.5%

16.7%

0.3%

35.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=749)

女性・正社員 (n=377)

女性・非正社員 (n=342)
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（３）労働者本⼈の休暇・休業制度の利⽤状況と取得時期
①休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望

図表4-5 休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望（男性・正社員︓単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。
※「配偶者出産休暇制度」は末子妊娠判明当時に配偶者・

パートナーがいると回答したものを集計対象とする。

○男性・正社員の利⽤状況をみると、
「制度を利⽤した」は「年次有給休暇
制度（１⽇単位）」が47.7％でもっと
も回答割合が⾼く、次いで「配偶者出
産休暇制度」が23.9％となっている。

○ “利⽤を希望する割合”をみると、「育
児休業制度」が29.9％でもっとも回答
割合が⾼く、次いで「配偶者出産休暇
制度」「失効年次有給休暇制度の積⽴
ての利⽤」「配偶者出産休暇制度・失
効年次有給休暇制度の積⽴ての利⽤を
除く会社で設ける育児⽬的休暇制度」
が、ほぼ同割合となっている。

 (n=988)

育児休業制度 29.9％ 

年次有給休暇制度
（1 日単位）

19 .9％ 

年次有給休暇制度
（時間単位）

23 .8％ 

配偶者出産休暇制度
　 (※n=984)

26 .0％ 

失効年次有給休暇制度の
積立ての利用

27.6％ 

配偶者出産休暇制度・失効年次
有給休暇制度の積立ての利用を除く

会社で設ける育児目的休暇制度
27.8％ 

その他の休暇・休業制度
（育児目的以外）

23 .3％ 

利用を希望する
割合（①+②）

21.8%

47.7%

22.3%

23.9%

6.4%

5.8%

7.3%

22.4%

13.5%

14.3%

14.5%

13.5%

13.5%

12.3%

28.0%

13.1%

25.3%

19.0%

24.3%

22.9%

23.7%

7.5%

6.4%

9.5%

11.5%

14.1%

14.3%

11.0%

8.0%

5.1%

7.5%

6.5%

5.4%

15.4%

16.3%

20.4%

25.8%

34.2%

37.0%

40.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【制度があった】制度を利用した

【制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった ①

【制度があった】制度を利用しておらず、利用したいとも思わなかった

【制度がなかった】制度を利用したかった ②

【制度がなかった】制度を利用したいと思わなかった

【制度がなかった】わからない

無回答

※５％未満のスコアは非表示。
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（３）労働者本⼈の休暇・休業制度の利⽤状況と取得時期
①休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望

図表4-6 休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望（⼥性・正社員︓単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○⼥性・正社員の利⽤状況をみると、
「制度を利⽤した」は「産前・産後休
業制度」が91.2％でもっとも回答割合
が⾼く、次いで「育児休業制度」が
75.8％となっている。

○ “利⽤を希望する割合”をみると、「失
効年次有給休暇制度の積⽴ての利⽤」
が28.9％でもっとも回答割合が⾼く、
次いで「失効年次有給休暇制度の積⽴
ての利⽤除く会社で設ける育児⽬的休
暇制度」「年次有給休暇制度（時間単
位）」がほぼ同割合となっている。

※５％未満のスコアは非表示。ただし、①②のスコアは表示。

 (n=1055)

産前・産後休業制度 3.5％ 

育児休業制度 4.9％ 

年次有給休暇制度
（1 日単位）

15 .4％ 

年次有給休暇制度
（時間単位）

25 .3％ 

失効年次有給休暇制度の
積立ての利用

28.9％ 

失効年次有給休暇制度の
積立ての利用を除く会社で
設ける育児目的休暇制度

26.8％ 

その他の休暇・休業制度
（育児目的以外）

21 .8％ 

利用を希望する
割合（①+②）

91.2%

75.8%

52.6%

28.1%

11.3%

7.3%

1.9%

2.7%

10.1%

11.0%

10.3%

10.0%

8.8%

13.3%

20.6%

18.2%

19.4%

19.7%

1.6%

2.2%

5.3%

14.3%

18.6%

16.8%

13.0%

5.6%

5.3%

6.4%

5.8%

14.1%

18.6%

35.3%

40.1%

45.1%

13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【制度があった】制度を利用した

【制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった ①

【制度があった】制度を利用しておらず、利用したいとも思わなかった

【制度がなかった】制度を利用したかった ②

【制度がなかった】制度を利用したいと思わなかった

【制度がなかった】わからない

無回答
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（３）労働者本⼈の休暇・休業制度の利⽤状況と取得時期
①休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望

図表4-7 休暇・休業制度別の利⽤状況・利⽤希望（⼥性・⾮正社員︓単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○⼥性・⾮正社員の利⽤状況をみると、
「制度を利⽤した」は「産前・産後休
業制度」が74.4％でもっとも回答割合
が⾼く、次いで「育児休業制度」が
60.6％となっている。

○ “利⽤を希望する割合”をみると、「失
効年次有給休暇制度の積⽴ての利⽤」
が25.5％でもっとも回答割合が⾼く、
次いで「年次有給休暇制度（時間単
位）」「失効年次有給休暇制度の積⽴
ての利⽤除く会社で設ける育児⽬的休
暇制度」がほぼ同割合となっている。

※５％未満のスコアは非表示。

 (n=715)

産前・産後休業制度 11.4％ 

育児休業制度 15.0％ 

年次有給休暇制度
（1 日単位）

19 .3％ 

年次有給休暇制度
（時間単位）

24 .6％ 

失効年次有給休暇制度の
積立ての利用

25.5％ 

失効年次有給休暇制度の
積立ての利用を除く会社で
設ける育児目的休暇制度

23.9％ 

その他の休暇・休業制度
（育児目的以外）

20 .4％ 

利用を希望する
割合（①+②）

74.4%

60.6%

42.8%

18.6%

6.9%

5.0%

4.8%

6.2%

9.1%

9.4%

10.3%

9.5%

7.8%

12.6%

17.8%

15.1%

16.2%

15.7%

6.6%

8.8%

10.2%

15.2%

15.2%

14.4%

12.6%

8.7%

7.1%

6.3%

6.3%

8.5%

8.3%

19.9%

29.1%

44.6%

50.5%

51.9%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【制度があった】制度を利用した

【制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった ①

【制度があった】制度を利用しておらず、利用したいとも思わなかった

【制度がなかった】制度を利用したかった ②

【制度がなかった】制度を利用したいと思わなかった

【制度がなかった】わからない

無回答
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（３）労働者本⼈の休暇・休業制度の利⽤状況と取得時期
②育児休業制度

図表4-8 育児休業制度の利⽤状況（単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○育児休業制度の利⽤状況をみると、男性・正社員は「制度を利⽤しておらず､利⽤したいとも思わなかった」（28.0％）、⼥性・
正社員と⼥性・⾮正社員は、ともに「制度を利⽤した」（順に75.8％、60.6％）がもっとも⾼い。

○育児休業制度の取得時期をみると、男性・正社員は、「末⼦の出産後８週以内」（47.9％）、⼥性・正社員と⼥性・⾮正社員は、
ともに「８週を超えて､末⼦が１歳になるまで」（順に90.4％、87.8％）がもっとも⾼い。

図表4-9 育児休業制度の取得時期（複数回答）

妊娠がわかってから出産前まで
（※男性のみ）

末子の出産後8週以内
（※男性のみ）

8週を超えて、末子が1歳になるまで

末子が1歳を超えてから現在まで

配偶者・パートナーが職場復帰するとき
（※男性のみ）

時期不明

27.9%

47.9%

38.1%

6.5%

4.2%

7.9%

90.4%

25.6%

4.4%

87.8%

18.9%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員(n=215)

女性・正社員(n=800)

女性・非正社員(n=433)

男性・正社員
　 (n=988)

女性・正社員
 (n=1055)

女性・非正社員
 (n=715)

21.8%

75.8%

60.6%

22.4%

2.7%

6.2%

28.0%

2.2%

3.8%

7.5%

2.2%

8.8%

4.6%

0.6%

1.8%

15.4%

2.8%

8.3%

0.4%

13.6%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【制度があった】制度を利用した

【制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった

【制度があった】制度を利用しておらず、利用したいとも思わなかった

【制度がなかった】制度を利用したかった

【制度がなかった】制度を利用したいと思わなかった

【制度がなかった】わからない

無回答
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（３）労働者本⼈の休暇・休業制度の利⽤状況と取得時期
③年次有給休暇制度（１⽇単位）

図表4-10 年次有給休暇制度（１⽇単位）の利⽤状況（単数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○年次有給休暇制度（1⽇単位）の利⽤状況をみると、男性・正社員、⼥性・正社員、⼥性・⾮正社員のすべてにおいて、「制度を利
⽤した」（順に47.7％、52.6％、42.8％）がもっとも⾼い。

○年次有給休暇制度（１⽇単位）の取得時期をみると、男性・正社員は「末⼦の出産後８週以内」（60.1％）、⼥性・正社員と⼥
性・⾮正社員は、ともに「妊娠がわかってから出産前まで」（順に58.2％、62.1％）がもっとも⾼い。

図表4-11 年次有給休暇制度（１⽇単位）の取得時期（複数回答）

妊娠がわかってから出産前まで

末子の出産後8週以内
（※男性のみ）

8週を超えて、末子が1歳になるまで

末子が1歳を超えてから現在まで

配偶者・パートナーが職場復帰するとき
（※男性のみ）

時期不明

58.2%

60.1%

46.7%

28.7%

10.4%

9.3%

58.2%

6.8%

20.9%

22.5%

62.1%

8.8%

14.4%

23.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員(n=471)

女性・正社員(n=555)

女性・非正社員(n=306)

男性・正社員
　 (n=988)

女性・正社員
 (n=1055)

女性・非正社員
 (n=715)

47.7%

52.6%

42.8%

13.5%

10.1%

9.1%

13.1%

13.3%

12.6%

6.4%

5.3%

10.2%

2.6%

1.7%

3.5%

16.3%

14.1%

19.9%

0.5%

2.8%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【制度があった】制度を利用した

【制度があった】制度を利用しなかったが、利用したかった

【制度があった】制度を利用しておらず、利用したいとも思わなかった

【制度がなかった】制度を利用したかった

【制度がなかった】制度を利用したいと思わなかった

【制度がなかった】わからない

無回答
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（４）育児休業制度を利⽤しなかった理由 図表4-12 育児休業制度を利⽤しなかった理由（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○末⼦の育児のための休暇・休業制度のなかで育児休業
制度を利⽤しなかった回答者について、育児休業制度
を利⽤しなかった理由をみると、男性・正社員は、
「収⼊を減らしたくなかったから」が41.4％でもっと
も回答割合が⾼く、次いで「職場が育児休業制度を取
得しづらい雰囲気だったから、または会社や上司、職
場の育児休業取得への理解がなかったから」が27.3％
となっている。

○⼥性・正社員は、「わからない」が25.2％でもっとも
回答割合が⾼く、次いで「会社で育児休業制度が整備
されていなかったから」が20.7％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「会社で育児休業制度が整備され
ていなかったから」が32.0％でもっとも回答割合が⾼
く、次いで「わからない」が24.3％となっている。

会社で育児休業制度が整備されて
いなかったから

職場が育児休業制度を取得しづらい雰囲気
だったから、または会社や上司、職場の
育児休業取得への理解がなかったから

収入を減らしたくなかったから

休業取得によって、仕事がなくなったり、
契約終了（解雇）の心配があったから

残業が多い等、業務が繁忙であったから

休業から復職する際に、仕事や職場の変化に
対応できないと思ったから

自分にしかできない仕事や
担当している仕事があったから

昇給や昇格など、今後のキャリア形成に
悪影響がありそうだと思ったから

配偶者や家族から育児休業の取得に対して
後押しがなかったから、

または反対があったから

家族や保育所などの保育サービス等
自分以外に育児の担い手がいたから

育児休業を取得しなくても育児参加しやすい
働き方や職場環境だったから

育児休業は男性ではなく女性が取得するもの
だと思っていたから

その他

わからない

21.3%

27.3%

41.4%

7.2%

20.8%

10.0%

21.7%

14.6%

3.9%

5.5%

7.7%

6.9%

2.2%

14.3%

20.7%

10.8%

13.5%

2.7%

6.3%

9.9%

8.1%

4.5%

1.8%

4.5%

4.5%

9.0%

13.5%

25.2%

32.0%

9.7%

7.3%

5.3%

5.8%

3.9%

3.9%

3.9%

3.4%

3.9%

3.9%

2.4%

20.9%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=769)

女性・正社員 (n=111)

女性・非正社員 (n=206)
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（５）どのような制度であれば育児休業を取得できたか（育児休業を取得しなかった場合）

図表4-13 どのような制度であれば育児休業を取得できたか（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○育児休業を取得しなかった回答者について、どのような制度であれば育児休業を取得できたかをみると、男性・正社員は、「特に制
度上の問題はなかった」が39.7％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業中にもある程度柔軟に就労できる仕組みがあればよ
かった」が36.3％となっている。

○⼥性・正社員は、「特に制度上の問題はなかった」が44.1％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業中にもある程度柔軟に就
労できる仕組みがあればよかった」が37.8％となっている。

○⼥性・⾮正社員は、「特に制度上の問題はなかった」が47.1％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「育児休業中にもある程度柔軟に
就労できる仕組みがあればよかった」が34.0％となっている。

育児休業取得の申請期間がより短ければ
よかった（※現行制度：1か月前の申請）

ニーズに応じて分割して取得できればよかった
（※現行制度：取得は原則1回）

育児休業中にもある程度柔軟に就労できる
仕組みがあればよかった（※現行制度：

原則育児休業中の就労はできない）

その他

特に制度上の問題はなかった

13.8%

31.9%

36.3%

4.7%

39.7%

8.1%

21.6%

37.8%

2.7%

44.1%

9.2%

17.0%

34.0%

6.8%

47.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員 (n=769)

女性・正社員 (n=111)

女性・非正社員 (n=206)
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（６）妊娠・出産や育児のために休暇・休業制度を取得したことによる夫の変化

図表4-14 妊娠・出産や育児のために休暇・休業制度を
取得したことによる夫の変化（複数回答）

Ⅱ 労働者調査の結果概要

４ 育児のための休暇・休業について

※上図の就労形態は末子妊娠判明当時のもの。

○末⼦の妊娠・出産や育児のために休暇・休業制
度を取得したことによる夫（男性回答者本⼈及
び⼥性回答者の配偶者・パートナー）の変化を
みると、男性・正社員（回答者本⼈）は、「育
児への意欲が⾼まった」が53.8％でもっとも回
答割合が⾼く、次いで「早く家に帰ることを意
識するようになった」が46.5％となっている。

○⼥性・正社員（回答者の配偶者・パートナー）
は、「育児への意欲が⾼まった」が49.9％で
もっとも回答割合が⾼く、次いで「早く家に帰
ることを意識するようになった」が33.7％と
なっている。

○⼥性・⾮正社員（回答者の配偶者・パート
ナー）は、「育児への意欲が⾼まった」が
44.6％でもっとも回答割合が⾼く、次いで「特
にない」が34.4％となっている。

育児への意欲が高まった

家事への抵抗感がなくなった

早く家に帰ることを意識するようになった

より多くの休暇を取得するようになった

仕事の効率化を考えるようになった

会社への帰属意識が高まった

会社に仕事で応えたいと思うようになった

価値観が広がった

育児の経験・スキルが仕事に役立った

その他

特にない

53.8%

27.5%

46.5%

19.3%

25.6%

6.1%

8.0%

17.6%

10.1%

0.5%

19.3%

49.9%

20.9%

33.7%

16.3%

13.3%

2.8%

4.4%

8.2%

14.3%

0.7%

28.9%

44.6%

22.3%

30.4%

13.7%

9.1%

2.4%

1.9%

6.2%

11.8%

0.5%

34.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性・正社員
女性・正社員

女性・非正社員

男性・正社員(n=574)

女性・正社員(n=609)

女性・非正社員(n=372)
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食事をさせる

風呂に入れる

寝かしつける

おむつの交換や
トイレの助け

遊ぶ

泣いたときや機嫌の
悪い時にあやす

寝支度

保育所等への送り

保育所等への迎え

育児に関する
予定の管理

育児に関する
情報収集

18.7%

15.4%

28.2%

8.6%

5.0%

7.9%

21.9%

60.2%

62.4%

63.1%

48.5%

14.2%

11.1%

13.4%

9.6%

7.6%

8.1%

7.0%

7.0%

8.6%

7.9%

13.2%

18.7%

15.5%

13.7%

15.2%

13.2%

14.1%

13.3%

5.1%

7.9%

11.0%

10.4%

13.4%

10.0%

12.6%

12.1%

14.6%

13.9%

5.5%

8.1%

5.1%

7.8%

5.9%

7.8%

8.7%

7.9%

7.1%

26.1%

30.7%

21.9%

39.8%

47.2%

40.3%

29.7%

10.1%

5.5%

7.4%

6.8%

6.1%

6.9%

6.4%

6.2%

7.1%

7.1%

9.5%

9.5%

9.6%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0日 1日 2日 3日 4日 5日 わからない

家事

育児

11.6%

5.5%

16.8%

10.3%

25.9%

24.3%

24.6%

31.0%

6.2%

13.5%

7.6%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まったくしていない 15分未満 15分～30分未満 30分～1時間未満

1時間～2時間未満 2時間～3時間未満 3時間～4時間未満 4時間～5時間未満

5時間～6時間未満 6時間～7時間未満 7時間～8時間未満 8時間以上

わからない

男性・正社員
（n=1000）

図表5-1 男性の家事・育児参加時間（単数回答）

図表5-2 男性の仕事のある５⽇間における育児内容別頻度（単数回答）

男性・正社員
（n=1000）

○男性の普段の仕事のある⽇における家事時間は、「30分〜１時間未満」が25.9％で最も⾼い。「まったくしていない」は7.6％で、そ
の値を合わせた家事時間が30分未満の割合は36.0％となっている。また、育児時間は「１時間〜２時間未満」が31.0％で最も⾼い。
「まったくしていない」は4.5％で、その値を合わせた育児時間が30分未満の割合は20.3％となっている。

○男性の仕事のある５⽇間における育児内容をみると、「おむ
つの交換やトイレの助け」「遊ぶ」「泣いたときや機嫌の悪
い時にあやす」について「5⽇」との回答割合が概ね４割以上
となっている。⼀⽅、「保育所等への送り」「保育所等への
迎え」「育児に関する予定の管理」「育児に関する情報収
集」は「０⽇」との回答が最も⾼く半数以上となっている。

30分未満

５ 男性の育児参加の状況

Ⅱ 労働者調査の結果概要

30分未満

※５％未満のスコアは非表示。


